
「堂々川；人も自然も生きているⅡ」 
２０２２（令和４）年５月２６日 堂々川ホタル同好会情報紙 ２０２２年度第１号（創刊 20７号） 

1．新しい年度の第 1回定例会がスタートした 5月 15 日は 18 人の参加でした。 

中山晋一新会長のご挨拶や福山東ロータリークラブのメンバーがボランティア活動、 

御野小４年生が彼岸花球根植栽で来訪予定の準備等も実施した。猪に負けないように! 

2. 5 月 15 日は 1番砂留東の道沿いに新しく球根 2250 球を植栽、3番砂留東の堤防に 

小学生が植える場の整備、猪が荒らした場の補修、ホタルが飛ぶ場の草刈り実施。 

3. 5 月 22 日福山東ロータリークラブメンバーとその家族 28 人が来訪。堂々公園内の 

小川の整備と彼岸花球根を 730 球会員 6名と。公園の水浴びは昨年以上楽しめます  

4. 5 月 24 日御野小 4年生 65 人が学校からごみを拾いながら来訪千球以上を植栽した。 

5. 猪被害は続き、ピンクリボンやブルーライトは学習されて、ネットの人毛でテスト 

 6. 6 月 12 日作業前新会長総会資料について皆さんのご意見を聞きたいとの事です。 

 7．沿道の外来害草黄色が綺麗なオオキンケイギクの除去。彼岸花の繁殖を妨害する。 

8.目で見る事例   

6.    

 

 

 

 

 

行動派の新会長ホタル見学場整備   新会長 15 日初めてのご挨拶      1 番へ球根植栽 2250 球       

 

 

 

 

 

 

日本最古の砂留の東を整備     福山東ロータリー会員堂々公園清掃  御野小 4年生球根植栽 

 

 

 

 

 

    

       ホタルの幟設置      猪対策 リボン 青 LED 髪の毛   2 代会長桜と砂留女史とアマリリス        

9.次回定例会 集合時間場所  ６月 １2 日（日） ８時００分～１１時００分             

   作業内容  ２、３、６番砂留整備・ゴミ拾い・イノシシの荒らした跡の補修・ 

草刈 球根植栽の穴掘りと植栽      

     定例会はどなたでも参加できます。参加者は保険に入る為名簿にお名前を記入して！       

     10.発行責任者    堂々川ホタル同好会 会長 中山晋一  

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

堂々川ホタル同好会４代会長 就任のご挨拶   

 

   新会長就任ご挨拶 

    今年もまた堂々川にホタルの舞う季節がやってまいりました。 

   ホタル同好会も２００６設立以来１６年、土肥前会長の情熱と豊かな知識、 

   幅広い人脈により御野のいや神辺の更に福山、広島県を代表するボランティア 

団体に成長しました。私は２０１０年頃から参加させて戴き、今までさまざまな 

人との交流を重ね楽しく活動させてもらっています。 

 しかしながらこの度土肥会長がどうしても会長を辞したいとのことで、会長を受け 

させてもらいますが土肥前会長ほどの知識も情熱も持ち合わせてはいません。 

 継続は力なりという言葉がありますが継続することは大変な労力がいります。 

皆様のご協力がなければとても維持できないと思います。新しいことはできませんが 

これまで育てられたホタルと砂留と彼岸花を守っていく一助になればと思っています。 

今後ともにご協力よろしくお願いいたします・ 

 

               

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ６番砂留前のホタル            １番砂留の桜  

 

                       

                        

                       

                    

 

 

 

   

 

 

    堂々公園で数年前校長先生と新会長        5 番川原の彼岸花 

  

  


